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日
本
人
に
と
っ
て
身
近
な
果
物
、
バ
ナ
ナ

南
国
の
果
物
〝
バ
ナ
ナ
〟。
手
で
簡
単
に
皮
を
む
い

て
食
べ
ら
れ
る
。
皮
が
厚
く
、
弁
当
や
遠
足
の
お
や
つ

に
持
っ
て
い
く
こ
と
も
容
易
だ
。
種
が
な
く
、
か
ぶ
り

つ
く
こ
と
が
で
き
る
。価
格
は
１
年
を
通
し
て
安
定
し
、

安
く
て
庶
民
の
味
方
で
あ
る
。
カ
リ
ウ
ム
な
ど
の
栄
養

が
豊
富
で
、
小
腹
を
満
た
し
て
く
れ
る
こ
と
か
ら
、
ダ

イ
エ
ッ
ト
食
と
し
て
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
り
、
朝
食
代
わ

り
に
し
た
り
、

離
乳
食
に
使
わ

れ
た
り
と
幅
広

い
層
に
好
ま
れ

て
い
る
。
い
つ

で
も
気
軽
に
食

べ
ら
れ
て
、
健

康
を
支
え
て

く
れ
る
バ
ナ
ナ

は
、
私
た
ち
日

本
人
の
生
活
に

す
っ
か
り
溶
け

込
ん
で
い
る
。

近
年
、
日
本

の
食
文
化
は
変

化
し
、
果
物
の
消
費
量
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
特
に
ミ

カ
ン
と
リ
ン
ゴ
は
、
国
内
で
作
ら
れ
、
日
本
の
食
卓
に

馴な

染じ

み
深
い
果
物
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
消
費
は
右
肩
下

が
り
で
あ
る
。
総
務
省
の
家
計
調
査
に
よ
る
と
、
一
世

帯
当
た
り
の
ミ
カ
ン
の
支
出
金
額
は
、
１
９
８
２
（
昭

和
57
）
年
に
８
６
４
８
円
だ
っ
た
が
、
２
０
１
８
（
平

成
30
）年
に
は
３
７
６
６
円
と
半
分
以
下
に
な
っ
た（
総

務
省　

２
０
１
９
）。
リ
ン
ゴ
も
同
様
に
、
６
４
４
６

円
か
ら
３
９
２
８
円
と
４
割
減
に
な
っ
て
い
る
。一
方
、

バ
ナ
ナ
は
２
８
３
７
円
か
ら
４
１
１
３
円
に
増
加
。
ミ

カ
ン
を
追
い
抜
き
、
日
本
人
が
最
も
購
入
す
る
果
物
に

成
り
上
が
っ
た
の
だ
。
一
方
、
バ
ナ
ナ
と
同
様
に
輸
入

が
大
半
を
占
め
る
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
は
、
バ
ブ
ル
期

に
消
費
が
増
え
た
も
の
の
、近
年
は
衰
退
傾
向
に
あ
る
。

バ
ナ
ナ
が
こ
こ
ま
で
愛
さ
れ
る
果
物
に
な
っ
た
の
は
、

お
そ
ら
く
、
冒
頭
に
述
べ
た
バ
ナ
ナ
の
特
徴
が
日
本
人

の
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。

で
は
、
バ
ナ
ナ
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
き
た
の
か
。
バ

ナ
ナ
を
栽
培
す
る
人
た
ち
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
役

割
を
し
て
い
る
の
か
、
考
え
て
み
た
い
。

日
本
で
の
バ
ナ
ナ
の
歴
史
と
バ
ナ
ナ
の
種
類

そ
も
そ
も
バ
ナ
ナ
と
は
ど
ん
な
植
物
な
の
か
。
バ
ナ

ナ
は
東
南
ア
ジ
ア
が
原
産
と
さ
れ
る
、
バ
シ
ョ
ウ
科
バ

シ
ョ
ウ
属
（M

usa spp.

）
の
多
年
生
草
本
。「
バ
ナ

ナ
の
木
」
と
い
う
が
、実
際
は
大
き
な
草
な
の
で
あ
る
。

植
え
付
け
か
ら
収
穫
ま
で
に
９
カ
月
以
上
か
か
る
。
食

用
バ
ナ
ナ
の
多
く
が
三
倍
体
（
注
１
）
で
、
種
を
作
ら

ず
、根
か
ら
出
た
吸
芽
を
移
植
し
て
増
や
さ
れ
て
き
た
。

現
在
は
ア
ジ
ア
や
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
ア
フ
リ
カ
な
ど

で
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

バ
ナ
ナ
が
初
め
て
日
本
に
や
っ
て
来
た
の
は
、

１
９
０
３
（
明
治
36
）
年
で
、
１
１
０
年
以
上
も
前
に

な
る
（
日
本
バ
ナ
ナ
輸
入
組
合 

２
０
１
９
）。
最
初
の

バ
ナ
ナ
は
台
湾
か
ら
や
っ
て
来
た
。
輸
入
会
社
の
設
立

に
よ
り
、
台
湾
か
ら
の
バ
ナ
ナ
の
輸
入
が
本
格
化
。
し

か
し
昭
和
の
初
期
ま
で
は
、
庶
民
に
と
っ
て
バ
ナ
ナ
は

高
級
果
実
だ
っ
た
。
日
中
戦
争
や
太
平
洋
戦
争
が
始
ま

る
と
、
バ
ナ
ナ
の
輸
入
は
一
時
減
少
す
る
が
、
戦
後
は

輸
入
自
由
化
を
受
け
て
、
台
湾
以
外
か
ら
バ
ナ
ナ
の
輸

入
が
始
ま
っ
た
。
量
が
増
え
て
価
格
が
安
く
な
り
、
庶

民
の
手
が
届
く
果
物
と
な
っ
た
。

輸
入
自
由
化
後
の
バ
ナ
ナ
の
輸
入
量
は
、
一
時
は
エ

ク
ア
ド
ル
産
が
１
位
と
な
っ
た
が
、
現
在
に
至
る
ま
で

フ
ィ
リ
ピ
ン
産
が
約
９
割
を
占
め
、
首
位
を
維
持
し

て
い
る
（
財
務
省 

２
０
１
９
）。
日
本
が
フ
ィ
リ
ピ
ン

に
近
い
だ
け
で
な
く
、
米
国
の
多
国
籍
企
業
が
戦
後
の

日
本
の
市
場
成
長
に
注
目
し
、
米
国
の
植
民
地
だ
っ
た

バ
ナ
ナ
が
支
え
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
農
家
の
く
ら
し

その８

日
本
農
業
新
聞
編
集
局
　
北
村
碧

暮らしの
中の熱帯

果物の１世帯当たりの年間支出金額の推移（総務省のデータを基に筆者作成）
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フ
ィ
リ
ピ
ン
で
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
栽
培

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

２
０
１
７
年
の
世
界
の
バ
ナ
ナ
の
生
産
量
は

1
億
１
３
９
２
万
㌧
で
、
イ
ン
ド
の
生
産
量
が
最
も
多

く
、
全
体
の
４
分
の
1
を
占
め
る
（
Ｆ
Ａ
Ｏ 

Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｔ 

２
０
１
７
）。
次
い
で
、
中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
続
く
。
イ

ン
ド
で
生
産
さ
れ
た
バ
ナ
ナ
は
ほ
ぼ
国
内
で
消
費
さ

れ
、
輸
出
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
バ
ナ
ナ
大
国
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
は
な
い
だ
ろ
う
。

日
本
の
米
に
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
や
「
あ
き
た
こ
ま

ち
」
と
い
う
品
種
が
あ
る
よ
う
に
、
バ
ナ
ナ
に
も
多
く

の
品
種
が
あ
る
。
日
本
で
流
通
す
る
バ
ナ
ナ
の
ほ
と

ん
ど
は
「
キ
ャ
ベ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
（M

.acum
inata 

Cavendish Subgroup

）」
と
い
う
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は

９
１
６
万
６
３
３
４
㌧
の
バ
ナ
ナ
が
生
産
さ
れ
て
い
る

（CountryST
A

T
 Philippines 2017

）。
そ
の
う
ち
、

キ
ャ
ベ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
４
８
４
万
㌧
で
、
全
体
の
半

分
以
上
を
占
め
る
。
そ
の
多
く
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部
に

位
置
す
る
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
で
、
大
規
模
な
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
（O

xfam
 2013

）。

そ
れ
以
外
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
で
消
費
さ
れ
る

ロ
ー
カ
ル
な
品
種
（
国
内
消
費
用
の
品
種
）
が
作
ら
れ

て
い
る
。
主
要
品
種
の
「
ラ
カ
タ
ン
（M

.acum
inata 

Lakatan

）」「
ラ
ト
ゥ
ン
ダ
ン
（M

.

× paradisiaca 
Latundan

）」「

カ

ル

ダ

バ
（M

.balbisiana 
Cardaba

）」
な
ど
、
約
90
種
類
が
あ
る
（Valm

ayor 

et al. 2000

）。
ラ
カ
タ
ン
と
ラ
ト
ゥ
ン
ダ
ン
は
、
キ
ャ

ベ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
と
同
様
、
生
の
ま
ま
食
べ
る
バ
ナ
ナ

で
あ
る
。
一
方
、
カ
ル
ダ
バ
は
、
ゆ
で
た
り
、
揚
げ
た

り
し
て
料
理
に
使
わ
れ
る
。

味
も
用
途
も
異
な
る
バ
ナ
ナ
品
種

筆
者
は
２
０
１
４
～
２
０
１
６
年
に
か
け
て
複
数
回

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
を
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

品
種
の
栽
培
と
役
割
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
国
内
に
流

通
す
る
品
種
を
確
認
す
る
た
め
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
最
大

の
都
市
ダ
バ
オ
で
、
露
店
が
並
ぶ
ロ
ー
カ
ル
マ
ー
ケ
ッ

ト
と
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
訪
れ
た
。
ロ
ー
カ
ル

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
ラ
カ
タ
ン
と
カ
ル
ダ
バ
の
品
ぞ
ろ
え

が
豊
富
だ
が
、
キ
ャ
ベ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
売
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
。
カ
ル
ダ
バ
は
果
皮
が
緑
色
で
未
熟
な
も
の

と
、
熟
し
た
黄
色
の
も
の
が
売
ら
れ
て
い
た
。
包
装
は

さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
並
べ
る
か
、
ひ
も
で
つ
る

さ
れ
て
い
た
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
訪
問
し

た
４
店
舗
の
う
ち
、
キ
ャ
ベ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
を
取
り

扱
っ
て
い
る
の
は
１
店
舗
だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
店
舗
で

は
日
本
と
同
様
に
ポ
リ
袋
で
包
ま
れ
て
い
た
。

ダ
バ
オ
の
友
人
や
聞
き
取
り
調
査
を
し
た
農
家
に
よ

る
と
、
キ
ャ
ベ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
日
常
的
に
食
べ
な
い

と
い
う
。
そ
の
理
由
の
多
く
は「
甘
く
な
い
か
ら
」だ
っ

た
。一
方
、フ
ィ

リ
ピ
ン
で
人
気

の
品
種
は
ラ
カ

タ
ン
だ
っ
た
。

ラ
カ
タ
ン
は
甘

み
が
強
い
の
が

特
徴
。
果
肉
は

濃
い
黄
色
で
、

こ
く
が
あ
り
、

芳ほ
う
じ
ゅ
ん
醇
な
香
り
が

口
に
広
が
る
。

甘
い
も
の
を
好
む
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
と
っ
て
は
、
た
ま

ら
な
い
品
種
だ
と
い
う
。
小
ぶ
り
で
皮
が
薄
い
ラ
ト
ゥ

ン
ダ
ン
は
、
白
い
果
肉
が
特
徴
。
酸
味
が
強
く
、
さ
っ

ぱ
り
と
し
て
い
て
、リ
ン
ゴ
の
よ
う
な
風
味
も
感
じ
る
。

整
腸
作
用
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
胃
腸
の
調
子
が
悪
い
時

に
食
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

料
理
用
バ
ナ
ナ
の
カ
ル
ダ
バ
は
、
露
店
や
飲
食
店
で

さ
ま
ざ
ま
な
調
理
が
さ
れ
、
頻
繁
に
食
べ
ら
れ
て
い

る
。
果
皮
が
緑
色
の
未
熟
な
も
の
は
、
包
丁
で
皮
を
む

き
、
ス
ー
プ
な
ど
の
具
材
に
使
わ
れ
る
。
用
途
は
イ
モ

と
同
様
で
、
食
感
や
味
も
サ
ツ
マ
イ
モ
に
近
い
。
果
皮

が
黄
色
く
熟
し
て
き
た
も
の
は
、
皮
ご
と
蒸
し
て
軽
食

に
す
る
。
熟
し
た
カ
ル
ダ
バ
を
油
で
揚
げ
て
砂
糖
を
ま

ぶ
し
、串
に
刺
し
た
も
の
は「
バ
ナ
ナ
キ
ュ
ー（banana 

que

）」
と
呼
ば
れ
、
露
店
な
ど
で
人
気
の
お
や
つ
で

あ
る
。
他
に
も
、
カ
ル
ダ
バ
を
春
巻
き
の
皮
で
巻
い
て

揚
げ
た
「
ト
ゥ
ロ
ン
（turon

）」
や
、
小
麦
粉
の
衣
に

つ
け
て
揚
げ
た
お
菓
子
も
あ
る
。
ま
た
、
バ
ナ
ナ
チ
ッ

プ
ス
や
バ
ナ
ナ
ケ
チ
ャ
ッ
プ
の
原
料
も
カ
ル
ダ
バ
で
あ

る
。
果
実
だ
け
で
な
く
、
花
（
雄
花
）
も
、
ゆ
で
て
サ

ラ
ダ
な
ど
に
し
て
食
べ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
日
本
で
一
般
的
に
流
通
し
て
い
る
キ
ャ

ベ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
ほ
と
ん
ど
消

費
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
国
内
消
費

用
の
品
種
は
、
日
常
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
消
費
さ

れ
て
い
た
。

企
業
と
契
約
栽
培
す
る
「
キ
ャ
ベ
ン
デ
ィッ
シ
ュ
」

バ
ナ
ナ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
多
数
存
在
す
る
パ

ナ
ボ
市
で
、
キ
ャ
ベ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
の
生
産
者
に
聞
き

取
り
調
査
を
行
っ
た
。
対
象
の
生
産
者
は
、
15
年
契
約

露店で売られるバナナ。手前がラカタン、奥にカルダバがある
（ダバオ市で、筆者撮影）
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で
キ
ャ
ベ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
の
単
一
栽
培
を
し
て
い
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
バ
ナ
ナ
は
１
年
を
通
し
て
収
穫
で

き
る
。
契
約
栽
培
で
は
1
週
間
に
１
回
収
穫
し
、
収
量

と
品
質
に
応
じ
た
金
額
が
支
払
わ
れ
る
。
１
週
間
の
収

穫
量
は
２
５
０
㌔
㌘
前
後
で
、
約
２
５
０
０
ペ
ソ
（
約

５
３
５
０
円
）（
注
２
）
の
収
入
を
得
て
い
た
。
房
１

㌔
当
た
り
の
単
価
は
、
高
品
質
な
Ａ
級
で
、
９
・
４
ペ

ソ
（
約
20
円
）
だ
っ
た
。

栽
培
に
か
か
る
農
薬
や
肥
料
な
ど
の
資
材
は
、
出
荷

時
の
金
額
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
。
契
約
期
間
中
は
バ
ナ

ナ
を
栽
培
す
る
農
地
に
他
の
作
物
を
植
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
企
業
と
の
価
格
の
交
渉
も
難
し
い
。
契
約
栽

培
の
生
産
者
は
農
業
に
従
事
し
、
他
の
仕
事
を
し
て
い

な
い
場
合
が
大
半
で
あ
る
。
ま
た
、
キ
ャ
ベ
ン
デ
ィ
ッ

シ
ュ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
一
般
的
に
消
費
さ
れ
な
い
た

め
、
規
格
外
品
を
家
庭
で
食
べ
る
こ
と
は
な
く
、
豚
な

ど
の
家
畜
の
餌
や
堆た
い

肥ひ

に
さ
れ
て
い
た
。
あ
く
ま
で
海

外
へ
輸
出
さ
れ
る
〝
製
品
〟
と
し
て
割
り
切
っ
た
栽
培

を
し
て
い
る
。
調
査
し
た
生
産
者
は
、
２
０
１
７
年
の

満
期
を
も
っ
て
、
契
約
を
解
除
し
た
と
聞
い
た
。

高
単
価
な
「
ラ
カ
タ
ン
」
と
非
常
食
に
な
る
「
カ
ル
ダ
バ
」

国
内
消
費
用
品
種
の
バ
ナ
ナ
が
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
る

ダ
バ
オ
市
ラ
マ
ナ
ン
村
の
一
つ
の
集
落
で
、
生
産
者
に

聞
き
取
り
調
査
を
し
た
。
集
落
内
で
は
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
よ
う
な
バ
ナ
ナ
の
単
一
栽
培
は
な
く
、
他
品

目
と
の
複
合
栽
培
が
さ
れ
て
い
た
。バ
ナ
ナ
以
外
に
は
、

コ
コ
ヤ
シ（Cocos nucifera

）や
カ
カ
オ（Theobrom

a 
cacao

）、
ド
リ
ア
ン
（Durio zibethinus

）、
ラ
ン

ソ
ネ
ス
（Lansium

 dom
esticum

）、
ラ
ン
ブ
ー
タ

ン
（Nephelium

 lappaceum

）、
パ
パ
イ
ア
（Carica 

papaya

）
な
ど
、多
く
の
果
樹
が
栽
培
さ
れ
る
。
一
方
、

米
や
野
菜
の
栽
培
は
少
な
い
。
こ
れ
は
ラ
マ
ナ
ン
村
が

中
山
間
地
に
位
置
し
、
平へ
い

坦た
ん

な
土
地
が
少
な
い
か
ら
と

考
え
ら
れ
る
。
生
産
者
は
農
業
以
外
の
仕
事
に
就
い
て

い
る
こ
と
も
多
く
、
農
業
を
副
業
的
な
収
入
に
す
る
世

帯
も
あ
る
。

土
地
を
所
有
す
る
20
世
帯
の
う
ち
、
全
て
の
世
帯
で

カ
ル
ダ
バ
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
自
家
消
費
が

中
心
で
あ
り
、
収
穫
量
が
多
け
れ
ば
仲
買
人
に
売
る
。

カ
ル
ダ
バ
を
販
売
す
る
こ
と
が
あ
る
と
答
え
た
の
は
、

20
世
帯
中
10
世
帯
だ
っ
た
。
そ
の
他
、
ラ
ト
ゥ
ン
ダ
ン

を
栽
培
す
る
の
は
15
世
帯
で
、
自
家
消
費
す
る
他
、
収

穫
量
が
多
い
時
は
仲
買
人
に
買
い
取
っ
て
も
ら
う
か
、

軒
先
で
販
売
す
る
。
ラ
カ
タ
ン
栽
培
は
６
世
帯
に
と
ど

ま
っ
た
。
た
だ
、
ラ
カ
タ
ン
を
栽
培
す
る
６
世
帯
の
う

ち
、
５
世
帯
は
販
売
目
的
で
あ
り
、
仲
買
人
に
よ
る
定

期
的
な
買
い
取
り
が
さ
れ
て
い
た
。

仲
買
人
は
地
元
ダ
バ
オ
の
他
、
マ
ニ
ラ
な
ど
他
都
市

の
市
場
と
取
引
す
る
。
買
い
付
け
頻
度
は
ラ
カ
タ
ン
が

１
カ
月
に
２
回
、
カ
ル
ダ
バ
と
ラ
ト
ゥ
ン
ダ
ン
は
１
カ

月
に
１
回
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
１
㌔
当
た
り
の
平

均
単
価
は
、
ラ
カ
タ
ン
が
22
・
４
ペ
ソ
（
約
48
円
）、

カ
ル
ダ
バ
が
５
・
２
ペ
ソ
（
約
11
円
）、
ラ
ト
ゥ
ン
ダ
ン

が
６
ペ
ソ
（
約
13
円
）。
甘
く
て
人
気
の
高
い
ラ
カ
タ

ン
は
単
価
が
高
く
、
生
産
者
に
と
っ
て
大
き
な
収
入
源

に
な
る
。

ラ
カ
タ
ン
の
生
産
者
は
、
農
業
収
入
に
占
め
る
ラ
カ

タ
ン
の
販
売
金
額
が
大
き
い
。
販
売
目
的
の
５
世
帯
の

う
ち
、
４
世
帯
は
農
業
収
入
の
７
割
以
上
を
ラ
カ
タ
ン

が
占
め
て
い

た
。
一
方
、
他

の
世
帯
で
は
、

コ
コ
ヤ
シ
や
カ

カ
オ
、
ド
リ
ア

ン
な
ど
が
農
業

収
入
の
大
半
を

占
め
る
。
コ
コ

ヤ
シ
は
３
カ
月

に
１
回
、
カ
カ

オ
は
１
年
に
２

キャベンディッシュを栽培する園地。果実は袋がかけられ、
地面は除草が徹底されている（パナボ市で、筆者撮影）

家の裏庭に植えられたカルダバ（ラマナン村で、筆者撮影）

ラカタンを買い付けに来た仲買人（ラマナン村で、筆者撮影）

庭先で販売されるラトゥンダン（ラマナン村で、筆者撮影）
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回
、
ド
リ
ア
ン
は
１
年
に
１
回
の
収
穫
で
、
収
入
を
得

る
回
数
は
バ
ナ
ナ
よ
り
少
な
い
。
金
額
は
小
さ
く
て
も

定
期
的
な
収
入
に
な
る
の
が
バ
ナ
ナ
な
の
で
あ
る
。
あ

る
生
産
者
に
よ
る
と
「
バ
ナ
ナ
の
収
入
は
給
料
で
、
コ

コ
ヤ
シ
や
ド
リ
ア
ン
な
ど
は
ボ
ー
ナ
ス
の
よ
う
な
も

の
」
だ
と
い
う
。

ラ
マ
ナ
ン
村
で
は
２
０
１
５
年
に
甚
大
な
干
ば
つ
が

発
生
し
、
そ
の
後
、
栽
培
す
る
作
物
に
変
化
が
生
じ
た
。

料
理
用
バ
ナ
ナ
の
カ
ル
ダ
バ
は
、
干
ば
つ
前
に
は
全
世

帯
が
栽
培
し
て
い
た
が
、
木
が
枯
れ
る
な
ど
で
17
世
帯

に
減
っ
た
。
干
ば
つ
前
ま
で
、
食
べ
る
よ
り
も
換
金
す

る
こ
と
を
優
先
し
て
い
た
世
帯
で
も
、
災
害
後
は
食
用

と
し
て
確
保
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
聞
き
取
り
調
査
で

は
、
自
家
消
費
す
る
と
答
え
た
世
帯
は
13
世
帯
で
、
干

ば
つ
前
よ
り
も
増
加
。
あ
る
世
帯
で
は
カ
ル
ダ
バ
を
栽

培
す
る
理
由
に
つ
い
て
「
貧
し
く
て
米
が
買
え
な
い
時

に
主
食
に
な
る
か
ら
」
と
話
し
て
い
た
。

ラ
ト
ゥ
ン
ダ
ン
は
３
世
帯
が
栽
培
を
や
め
、
販
売
す

る
割
合
も
減
少
し
た
。
ラ
カ
タ
ン
も
６
世
帯
か
ら
５
世

帯
に
減
少
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
の
４
世
帯
が
販

売
目
的
の
栽
培
を
続
け
た
。
バ
ナ
ナ
は
他
の
果
樹
と
異

な
り
、
植
え
付
け
か
ら
１
年
以
内
で
収
穫
で
き
る
。
コ

コ
ヤ
シ
や
カ
カ
オ
な
ど
収
穫
ま
で
数
年
を
要
す
る
果
樹

よ
り
も
、
早
く
収
入
を
得
ら
れ
る
特
徴
が
あ
る
。
他
の

品
種
よ
り
も
単
価
が
高
い
ラ
カ
タ
ン
は
、
農
業
収
入
を

確
保
す
る
た
め
に
選
ば
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
バ
ナ
ナ
栽
培

以
上
か
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
バ
ナ
ナ
の
役
割
を
ま

と
め
て
み
よ
う
。
私
た
ち
が
普
段
食
べ
て
い
る
キ
ャ
ベ

ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
ほ
と
ん
ど
消
費

さ
れ
ず
、〝
海
外
へ
輸
出
す
る
た
め
の
製
品
〟
と
し
て

栽
培
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
あ
く
ま
で
換
金

目
的
で
、
工
業
製
品
に
近
い
よ
う
に
も
感
じ
る
（
味

も
彼
ら
に
と
っ
て
、
さ
ほ
ど
お
い
し
く
な
い
よ
う
だ
）。

そ
れ
で
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
の
バ
ナ
ナ
生
産
量
の
半
分

以
上
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、
大
き
な
産
業
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

一
方
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
国
内
消
費
用
の
バ
ナ
ナ
は
、

品
種
に
よ
っ
て
生
産
者
へ
の
役
割
が
異
な
っ
て
い
た
。

甘
く
て
人
気
が
高
い
ラ
カ
タ
ン
は
、
国
内
市
場
に
需
要

が
あ
り
、
換
金
目
的
で
の
栽
培
が
目
立
っ
た
。
単
価
は

輸
出
す
る
キ
ャ
ベ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
よ
り
も
高
く
、
収
益

性
に
も
優
れ
て
い
る
。
農
業
収
入
の
主
役
に
な
り
得

る
品
種
で
あ
る
。
ラ
ト
ゥ
ン
ダ
ン
と
カ
ル
ダ
バ
は
、
自

家
消
費
を
目
的
に
し
た
栽
培
が
基
本
だ
っ
た
。
収
穫

時
に
余
剰
が
あ
れ
ば
販
売
に
回
す
。
特
に
カ
ル
ダ
バ
は

主
食
の
米
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
際
に
、
救
荒
植
物

と
し
て
役
立
っ
て
い
た
。
土
地
を
持
つ
世
帯
の
多
く

は
カ
ル
ダ
バ
を
植
え
て
い
た
。
非
常
時
の
食
料
と
し

て
、
ま
た
、
多
く
を
収
穫
で
き
た
と
き
に
は
売
っ
て
収

入
に
換
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
統
計
局

（CountryST
A

T
 Philippines

）
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、２
０
１
２
年
の
１
人
当
た
り
の
料
理
用
バ
ナ
ナ（
注

３
）
の
年
間
消
費
量
は
、
富
裕
層
で
６
・
５
㌔
に
対
し
、

貧
困
層
で
９
・
２
㌔
、
最
貧
困
層
で
12
・
１
㌔
と
な
っ

て
い
る
。
実
際
に
貧
し
い
人
々
は
、
米
の
代
わ
り
に
バ

ナ
ナ
を
食
べ
て
い
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
々
に
と
っ
て
バ
ナ
ナ
は
、
品
種
に

よ
っ
て
特
徴
は
違
え
ど
、
収
入
源
で
あ
り
食
料
と
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
に
あ
っ
た
品
種
を
選
び
、

栽
培
し
て
い
る
。
１
年
中
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

干
ば
つ
な
ど
気
象
災
害
の
後
に
植
え
て
、
主
な
農
業
収

入
源
の
「
つ
な
ぎ
」
と
し
て
も
活
躍
す
る
。
な
に
げ
な

く
庭
先
に
植
え
ら
れ
て
い
る
バ
ナ
ナ
は
、
彼
ら
に
と
っ

て
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
な
の
だ
。

近
年
、
日
本
で
は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
バ
ナ
ナ
が

販
売
さ
れ
て
い
る
。
オ
ル
タ
ー
・
ト
レ
ー
ド
・
ジ
ャ

パ
ン
社
は
、
貧
し
い
農
家
の
自
立
を
目
指
し
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
在
来
品
種
「
バ
ラ
ン
ゴ
ン
（M

.acum
inata

‘Buńgulan

’）」
の
輸
入
に
取
り
組
む
。
化
学
農
薬
・

肥
料
を
使
わ
な
い
栽
培
で
、
生
産
者
に
も
消
費
者
に
も

安
心
な
バ
ナ
ナ
を
提
供
し
て
い
る
。

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
当
た
り
前
の
よ
う
に
並
ん

で
い
る
バ
ナ
ナ
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
生
産
者
が
選
択
肢

か
ら
選
ん
だ
品
種
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
バ
ナ
ナ

を
購
入
す
る
際
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
生
産
者
や
他
の

品
種
に
思
い
を
馳は

せ
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

注
１　

基
本
数
の
３
倍
の
染
色
体
数
を
持
つ
生
物
体
。
正
常
な
減
数
分
裂
が
起

こ
ら
ず
、
種
子
が
作
れ
な
い
場
合
が
多
い
。

注
２　

１
フ
ィ
リ
ピ
ン
ペ
ソ
は
２
・
14
円
で
計
算
。

注
３　

カ
ル
ダ
バ
以
外
の
料
理
用
品
種
も
含
む
。
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